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第
だい

2 バチカン公
こう

会議
か い ぎ

が目指
め ざ

したこと 

（２） 

 

第 2 バチカン公会議の 50 周年を迎えるに

当たって教皇
きょうこう

ベネディクト 16 世の意向
い こ う

に従
したが

って教会は 10 月 11 日から「信仰
しんこう

年
ねん

」

に入ります。─それをふまえて 8 月号の

「司祭のてがみ」の中で「第 2 バチカン公

会議が目指
め ざ

したこと」について一筆
いっぴつ

書
か

かせ

ていただきました。─今日配布
は い ふ

される 9

月号の「司祭のてがみ」の中でも引き続き

そのテーマに沿
そ

ってもう少し話させてい

ただきます。8 月号を読
よ

み返
かえ

したうえで読

んでいただければ幸
さいわ

いです。 

 

３．改正点
かいせいてん

のいくつかの例
れい

 

 

〇教会は「神
かみ

の民
たみ

」です。［教会憲章第 2

章］教皇
きょうこう

、司教
しきょう

、司祭
し さ い

などはその民
たみ

に奉仕
ほ う し

するために選
えら

ばれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇教会
きょうかい

は福音
ふくいん

を伝
つた

え、証
あか

しするために

存在
そんざい

するキリストの共同体
きょうどうたい

です。［教会
きょうかい

の宣教
せんきょう

活動
かつどう

に関する教令
きょうれい

］それは司教た

ちの共同
きょうどう

責任
せきにん

です（司
し

教団
きょうだん

）。［教会にお

ける司教
しきょう

の司
し

牧
ぼく

任務
に ん む

に関する教令
きょうれい

］ 

〇教会はキリストによる救
すく

いのしるし、

「神
かみ

の国
くに

」のしるしであり、「救
すく

われた人

たちだけ」の共同体
きょうどうたい

ではありません。 

─今
いま

も様々
さまざま

な形
かたち

でイエスは人を救
すく

います。

そのためにどの宗 教
しゅうきょう

も尊重
そんちょう

すべきです。

善良
ぜんりょう

な人々
ひとびと

に対
たい

しても同じ態度
た い ど

が要求
ようきゅう

されます。［エキュメニズムに関す教令
きょうれい

］

［キリスト教
きょう

以外
い が い

の諸 宗 教
しょしゅうきょう

に対する

教会
きょうかい

の態度
た い ど

についての宣言
せんげん

］・［信教
しんきょう

の

自由
じ ゆ う

に関する宣言
せんげん

］ 

 

 

４．現代人に対して 

 

現代
げんだい

に生
い

きるに当
あ

たり、教会
きょうかい

は白
しろ

か黒
くろ

か

（ピオ 9 世の時代、19 世紀後半）という

「ものの言い方」を改
あらた

めました。区別
く べ つ

す

る必要
ひつよう

があったとしても─イエス「真理
し ん り

」

であると信
しん

じているから─それは「分
わ

て」

敵対
てきたい

するという意味
い み

ではなく、「整理
せ い り

」し

て調和
ちょうわ

を目指
め ざ

すためです。一致
い っ ち

は

（COMMUNIO＝コムニオ）目的
もくてき

として定
さだ

め

られています。そのために社会
しゃかい

、政治
せ い じ

、文化
ぶ ん か

、

経済
けいざい

、世界
せ か い

の平和
へ い わ

など、すべての分野
ぶ ん や

にお

いて教会
きょうかい

は愛と信頼
しんらい

をもって福音
ふくいん

を告
つ

げ、
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証
あか

ししなければなりません。 

＝それに当たって信徒
し ん と

の役割
やくわり

はかけがえ

のないものになります。「聖職者
せいしょくしゃ

」は教会

の「すべて」ではありません。［教会
きょうかい

憲章
けんしょう

（第 4 章）］［信徒
し ん と

使徒
し と

職
しょく

に関する教令
きょうれい

］ 

 

５．教会の典礼 

 

公
こう

会議
か い ぎ

は「ことば」と「しるし」の大切
たいせつ

さ

を新たに強
つよ

く認識
にんしき

しました。それが通
つう

じな

ければ、典礼
てんれい

は人の信仰
しんこう

の支
ささ

えになれず、

人の信仰
しんこう

を養
やしな

うことができません。 

そのために典礼
てんれい

の刷新
さっしん

が行われました。 

［典礼
てんれい

憲章
けんしょう

］その一つの結果
け っ か

として公会

議は各国
かっこく

（民族
みんぞく

）の言葉で典礼を行い、そ

の国（民族）の文化
ぶ ん か

に合った典礼を慎重
しんちょう

に

工夫
く ふ う

しながら行うことを定めました。 

 

～ 結 び ～ 

 

50 年前に第 2 バチカン公会議は「開かれ

た教会」を目指
め ざ

しました。およそ 2 千年前

に鍵
かぎ

のかかった部屋
へ や

に閉じこもり、聖霊
せいれい

に

よってその部屋
へ や

から“追い出された”弟子
で し

たちに倣
なら

って（使徒
し と

言行録
げんこうろく

2 章 1～12）、 

公会議は私たち一人ひとりに人
ひと

の道
みち

に共
とも

に歩
あゆ

み、すべてを分かち合い、その中で救
すく

い主イエス・キリストと福音
ふくいん

を告
つ

げ、証
あか

し

することを新たに求めました。 

「現代人
げんだいじん

の喜
よろこ

びと希望
き ぼ う

、悲
かな

しみと苦
くる

しみ、

特
とく

に貧
まず

しい人々
ひとびと

とすべて苦
くる

しんでいる

人々のものは、キリストの弟子
で し

たちの喜
よろこ

びと希望
き ぼ う

、悲
かな

しみと苦しみでもある。真
まこと

に

人間的
にんげんてき

な事柄
ことがら

で、キリストの弟子たちの心

に反響
はんきょう

を呼
よ

び起
お

こさないものは一つもな

い。それは彼
かれ

らの共
きょう

同体
どうたい

が人間によって

構成
こうせい

されているからである。彼
かれ

らはキリス

トにおいて集
あつ

まり、父
ちち

の国
くに

への旅
たび

において

聖霊
せいれい

に導
みちび

かれ、すべての人に伝えなけれ

ばならない救
すく

いのメッセージを受
う

けてい

る。したがってこの共同体そのものが、

人類
じんるい

とその歴史
れ き し

とに実際
じっさい

に深
ふか

く結
むす

ばれて

いることを自覚
じ か く

している」と。［現代
げんだい

世界
せ か い

憲章
けんしょう

：序文
じょぶん

1］（1965 年 12 月 7 日）。 

─「司教パウルス(故パウロ 6 世)神のしも

べたちのしもべ、聖なる公会議の諸教父
しょきょうふ

と

共にこれを永久
えいきゅう

に記念
き ね ん

するために」と。 

 

～50 年、長いようで、短いようで…～ 


